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《私たちは何を忘れてきたか》

《私たちは何を忘れてきたか》

日本と韓国の間に横たわる
認知ギャップを探る。

〈ずれ〉と〈ゆがみ〉の根源へ

植民地時代、冷戦時代、ポスト冷戦時代、そして現代
――揺れ動いてきた日韓関係。慰安婦から領土問題ま
でを政治、文化、メディア、インターネットなど様々
なキーワードで読み解く。
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過去とこれからの日韓について、語る。
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